































































































































   ② 記録を他の保育者や子どもの家庭と共有するため、デジタルカメラで対象児の活動の姿
を撮影し、記録用紙に添付すること。
   ③ 観察記録には、保育者の知見を一切いれず、子どものありのままの姿と子ども自身の発
語を記録すること。保育者の知見や「テ・ファリキ」および「保育所保育指針」との照
合は、別欄に記入すること。
   ④ 筆者自身もＣ保育園に定期的に訪問し、保育士によるラーニング・ストーリーの記録集
（ポートフォリオ）の考察を行うこと。また実際にＫ保育士らやリリコと活動をともに
しフィールド・ノートをつけること。



























   【記　　録】Ｋ保育士
   【場　　面】コーナー遊び














Ｎ   「違う。黄色いのに入れようと思ったの。だから緑のお弁当箱は置いておい
たの。それなのに、リリコちゃんが持って行っちゃったの」
Ｋ保育士  「置いてあったら、Ｎちゃんのだってわかるかな？」





Ｎ   「そうだけど……」顔がうつむく。
Ｎ   「でもリリコちゃん聞いていない振りをしていたのが嫌だった」とＮが続ける。
Ｋ保育士  「リリコちゃん聞こえていたと思うよ。どうして何も言わないのかな？」
Ｎ   「わからない」沈黙の後「Ｎが大きな声で言っちゃったから」
Ｋ保育士  「そうかもね。Ｎちゃんも使っていたのになくなって嫌だったんだよね」
Ｎ   「（黄色は）デザートのお弁当箱だから、もう一つないと食べられないの」
Ｋ保育士  「そうか、困ったね。リリコちゃんと一緒に食べたらどう？」
Ｎ   「いやだ、Ｎが一人で食べたいの」
Ｋ保育士  「両方ともすぐ使うの？」


















































































 ・  リリコを最年長児として他児に認識させることも必要だが、そのことで園の友だちを下に
見下すような態度が現れないようにしたい⇒仲間と思えるような働きがけが必要。
 ・  保育者が「なにかやる？」と提案しても「やらない」という場面がある。母親から「失敗
してはいけない」と言われており、失敗を恐れて挑戦しない傾向がある⇒失敗してもいい
と思えるように保育者・リリコ・他児が一緒に失敗と成功の経験を重ねていく。

























































   【記　　録】Ｋ保育士
   【場　　面】クリスマス会














































































































 ・  いつもは、保育園を早退してピアノ教室に行くのを嫌がり、「今日、ピアノだからおやつ
要らないよ」とアピールすることが多かった。しかし、最近は、「ピアノに行くから」「ピ
アノだから」と元気に保育者に伝えてくる。




 ・  いつもは母から否定されることが多く、すれ違いが多かった。今回、ピアノの発表の場面
では、母がリリコの傍で励まし、そのことがリリコの当日の成功へとつながっていた。母
が変化することによってリリコの精神面にも変化が見られた。
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